
 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２７年（２０１５年）８月１日 発行『平城東公民館だより ひびき』第４９号 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

梅
雨
も
終
わ
り
、
夏
真
っ
盛
り
！
暑
さ
が
続
く
と
家
の

中
で
も
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
こ
ま
め
な
水
分
・
塩

分
補
給
・
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
な
ど
の
上
手
な
使
い
方
で
予
防

し
ま
し
ょ
う
。  

  

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
夏
ま
つ
り 

を
し
ま
す
。
親
子
で
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど
内
容 

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

 

当
日
は
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
・マ
タ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア 

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
無
料
交
換
会
も
行
い
ま
す
。 

是
非
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪ 

と 

き 
 

八
月
七
日
（金
） 

 

午
前
十
時
～
正
午 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

 

対 

象 
 

乳
幼
児
と
保
護
者 

 

※
自
由
入
場
・無
料 

 

☆
午
後
か
ら
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
有
り 

 

マ
マ
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ 

 

〈日 

付
〉 

十
月
十
五
日
（
木
） 

〈場 

所
〉 

東
大
寺
大
仏
殿
内 

 
 

〈費 

用
〉 

無
料
※
拝
観
料
は
別
途
必
要 

献
花
や
献
茶
と
同
様
に
一
九
八
〇
年
の
落
慶 

法
要
の
為
に
団
伊
玖
磨
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
た

「盧
舎
那
仏
賛
歌
」を
他
の
団
体
と
一
緒
に
奉
納
し

ま
す
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
進
め
ら
れ
る
法
要

は
一
見
の
価
値
あ
り
！ 

 

コ
ー
ル
朱
雀 

旬
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

太
極
拳
健
美
会
の
林
田
先
生
が
シ
ル
バ
ー
太
極
拳
近

畿
交
流
大
会
女
子
太
極
拳
・刀
Ｃ
の
部
で
第
一
位
！ 

い
つ
も
元
気
な 

林
田
先
生
、 

受
賞
お
め
で 

と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

 

コ
ー
ル
朱
雀
さ
ん
・奈
ｎ
ａ
涼
ｓ
ｕ
風
ｋ
ａ
さ
ん
、 

奈
良
県
合
唱
祭
で
、
合
唱
祭
賞
受
賞
！ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
魅
力
溢
れ
る 

歌
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

 

 
  

奈
良
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
北
支
部
の
創
立
二
十
周
年
記

念
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
六

月
五
日
（
金
）
に
平
城
第
二
球
技

場
に
て
開
催
さ
れ
、
八
十
六
名
の

方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
メ
ン
バ
ー
の
最
高
齢
者
九
十
歳

の
方
は
見
事
六
位
に
入
賞
す
る
な

ど
、
各
コ
ー
ス
で
は
好
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い

に
会
員
の
元
気
な
声
が
響
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

   
 

 
   

と
き 

十
月
二
十
五
日(

日) 

場
所 
朱
雀
小
学
校 

 

自
活
協
か
ら
も
参
加
予
定
で
す
。 

※
詳
し
く
は
十
月
発
行
の
〝
ひ
び
き
第
五
十
号
″
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
か
ら
の
主
催
事
業
（予
定
） 

シ
ニ
ア
か
ら
の
教
養
講
座 

な
ら
ま
ち
の
「祈
り
の
回
廊
」巡
り
を
は
じ
め
、
充
実 

し
た
内
容
で
全
五
回
開
催
し
ま
す
。 

と
き 

十
月
二
十
二
日
（木
）～
毎
月
第
四
木
曜
日 

 

マ
マ
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ 

助
産
師
さ
ん
を
迎
え
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
相
談 

し
た
り
、
ま
た
参
加
者
同
士
で
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。 

自
由
入
場
な
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
♪ 

と
き 

十
月
二
日
（金
）十
時
～
正
午 

 

※
詳
細
は
今
後
の
し
み
ん
だ
よ
り
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

自
主
グ
ル
ー
プ
情
報 

 

は
が
き
絵
の
会 

 

〈日 

付
〉 

八
月
十
六
日(

日)

～
三
十
一
日(

月) 

〈場 

所
〉 

コ
ー
プ
朱
雀 

遊
楽
戯 

は
が
き
絵
の
会
の
作
品
展
示 

 
  

 

朱
雀
地
区
三
十
周
年
記
念
音
楽
祭 



♪
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
♪ 

  
 
 
 

 
 
 
  

「
そ
な
え
よ
つ
ね
に
」
を
モ
ッ 

ト
ー
に
少
女
か
ら
大
人
ま
で
楽 

し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

  
野
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
活
動
を
通
し
て
自
分
で
考
え 

行
動
し
ま
す
。 

そ
し
て
自
分
の 

 

言
葉
と
行
動
に
責
任
を
持
つ
人 

間 
 
 
 
 
 

間
を
目
指
し
て
い
ま
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

活
動
日 

月
二
回 

日
曜
日 

時
間 

不
定
期 

  

（
感
想
）
青
い
制
服
が 

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
！ 

頑
張
る
姿
が
印
象
的 

で
す
。 

 

 

 

朱
雀
地
域 

 

第
三
十
五
回
朱
雀
地
区
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
八
日(

土)

午
後
四
時
三
十
分
～
午
後
九
時
三
十
分 

場
所 

平
城
第
二
球
技
場 

内
容 

設
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
よ
り
多
く
の 

催
し
物
・
出
店
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
研
修
「
介
護
保
険
」 

と
き 

九
月
二
十
六
日(

土)

午
前
十
時
～
正
午 

場
所 

朱
雀
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

内
容 

改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

※
朱
雀
地
域
の
方 

 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
消
防
訓
練 

と
き 

九
月
二
十
六
日(

土)

午
後
一
時
～ 

場
所 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア 

内
容 

入
所
者
の
避
難
誘
導
訓
練
と
消
火
訓
練 

※
朱
雀
地
域
の
方 

佐
保
台
地
域 

 

第
五
回
佐
保
台
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
二
日(

土)

午
後
六
時
～
午
後
九
時 

場
所 

佐
保
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

内
容 

模
擬
店
・
子
ど
も
神
輿
・
盆
踊
り
な
ど 

佐
保
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

と
き 

八
月
十
一
日(

火)

「
二
胡
の
演
奏
会
」 

九
月
八
日(

火)

「
歌
声
サ
ロ
ン
」 

と
も
に
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分 

場
所 

佐
保
台
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

※(

原
則)

佐
保
台
在
住
の
中
高
齢
者 

  

左
京
地
域 

 
第
八
回
左
京
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
二
日(

土)

午
後
四
時
～
午
後
九
時 

場
所 
左
京
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

テ
ー
マ 
「
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
」 

 

第
十
六
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー 

と
き 

十
月
十
一
日(

日)

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時 

場
所 

左
京
小
学
校
体
育
館 

内
容 

住
民
か
ら
の
寄
贈
品
と
ふ
れ
あ
い
広
場
の
皆
様

の
手
作
り
品
。 

 

地
域
情
報 

 
 

で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か 

 

大 

和 

文 

華 

館

や

ま

と

ぶ

ん

か

か

ん

（
奈
良
市
学
園
南
一
丁
目
） 

 

近
鉄
「
学
園
前
」
の
そ
ば
に
「
美
」
の
た
め
の
美 

術
館
と
し
て
名
を
は
せ
る
「
大
和
文
華
館
」
が
あ
り 

ま
す
。
東
洋
古
代
美
術
の
粋
を
約
二
千
件
収
蔵
し
、 

各
展
観
で
は
、
東
洋
美
術
の
素
敵
な
味
わ
い
と
表
情 

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
四
季
折
々
の
花 

も
楽
し
み
の
一
つ
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
百
日
紅 

・
ハ
ギ
・
芙
蓉
の
花
が
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

大
和
文
華
館
様
の
ご
厚
意
で
、 

【
特
典
】
本
誌
四
十
九
号
持
参
で
二
十
％
割
引
に
！ 

（
本
誌
一
枚
で
二
名
様
ま
で
） 

八
月
十
六
日
ま
で
の
「
豊
か
な
る
日
本
の
や
き
も
の
」・

八
月
二
十
一
日
～
十
月
四
日
ま
で
の
「
中
世
の
人
と 

美
術
」
の
展
観
中
、
二
十
％
割
引(

大
人
四
百
九
十 

円)

で
入
館
で
き
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
訪
れ
て 

み
て
く
だ
さ
い 

電
話
…
〇
七
四
二-

四
五-

〇
五
四
四 

ア
ク
セ
ス
…
近
鉄
「
学
園
前
」
駅
、 

南
出
口
か
ら
徒
歩
約
七
分
。 

駐
車
場
あ
り
ま
す
。 

休
館
日
…
毎
週
月
曜
日
・
展
示
替
え
期
間
中 

 
 

ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

平
城
東
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会 

第
八
回 

図
書
室
開
放 

と
き 

九
月
二
十
五
日(

金)

午
前
十
時
～
午
後
四
時 

場
所 

平
城
東
中
学
校 

図
書
室 

 

 

 

詩
吟
は
大
き
な
声
を
出
す
の 

で
健
康
に
も
良
く
、
人
前
で
歌 

う
事
で
、
段
々
、
自
分
の
感
情 

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う 

に
な
り
ま
す
。
詩
吟
だ
け
で
は 

な
く
食
事
会
や
旅
行
な
ど
親
睦 

を
深
め
な
が
ら
、
仲
間
と
い
つ
ま 

で
も
吟
じ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に 

し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

活
動
日 

月
三
回
金
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

時
間 

 

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時 

 
 

 
 

 
 

（
感
想
）
皆
さ
ん
、
仲
良
く
楽
し

い 
 
 
 
 
 

い
雰
囲
気
で
吟
じ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

編
集
後
記 

楽
し
い
〝
ひ
び
き
〟
に
す
る
た
め
に
、
皆
様
よ
り

色
々
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｋ
） 
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